
  
 

一

 
 

 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

対
す
る
修
正
案 

 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
中
「
附
則
第
五
条
及
び
第
八
条
」
を
「
附
則
第
六
条
及
び
第
十
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
附
則
第
四
条
」
を
「
附
則
第
五
条
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
条
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
八
条
を
附
則
第
十
条
と
し
、
附
則
第
七
条
を
附
則
第
九
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
政
府
」
を
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
政
府
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第

二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

政
府
は
、
高
速
道
路
の
修
繕
そ
の
他
の
管
理
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内

を
目
途
と
し
て
、
附
則
第
四
条
第
二
項
の
報
告
書
及
び
前
条
の
報
告
書
の
内
容
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
観
点
か
ら
、
新
道

路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
料
金
の
額
の
基
準
そ
の
他
高
速
道
路
の
管
理



 

  
 

二

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

一 
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
一

条
に
規
定
す
る
会
社
が
よ
り
柔
軟
か
つ
多
様
な
高
速
道
路
に
係
る
料
金
の
設
定
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。 

二 

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
。 

三 

将
来
修
繕
費
用
を
最
小
化
す
る
こ
と
。 

 

附
則
第
六
条
を
附
則
第
八
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
五
条
中
「
前
三
条
」
を
「
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の

見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
検
討
） 

第
七
条 

政
府
は
、
人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
高
速
道
路
の
供

用
を
廃
止
し
て
い
く
こ
と
そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
高
速
道
路
の
修
繕
の
効
率
的
か
つ
持
続
的
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
国
会

に
、
そ
の
検
討
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。 



  
 

三

 
附
則
第
四
条
を
附
則
第
五
条
と
し
、
附
則
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
協
定
の
変
更
に
係
る
許
可
及
び
認
可
を
行
う
場
合
の
評
価
等
） 

第
四
条 
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
協
定
の
変
更
に
係
る
新
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
三
条
第
六
項
の
許
可
及

び
新
機
構
法
第
十
四
条
第
一
項
の
認
可（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
第
一
号
に
お
い
て「
協
定
の
変
更
に
係
る
許
可
及
び
認
可
」

と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
協
定
の
変
更
に
係
る
許
可
及
び
認
可
に
係
る
新
機
構
法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の

後
行
特
定
更
新
等
工
事
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
観
点
か
ら
、
そ
の
必
要
性
及
び
合
理
性
に
関
す
る
評
価
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

一 

そ
の
協
定
の
変
更
時
に
お
け
る
道
路
の
修
繕
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
点
検
に
係
る
技
術
を
前
提
と
し
て
、
必
要
と
さ

れ
る
工
事
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
。 

二 

新
機
構
法
第
十
四
条
第
一
項
の
業
務
実
施
計
画
に
記
載
す
る
同
項
第
九
号
の
収
支
予
算
の
明
細
の
前
提
と
な
る
将
来
修

繕
費
用
（
将
来
に
わ
た
り
高
速
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
修
繕
に
係
る
費
用
を
い
う
。
次
号
及
び

附
則
第
八
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
算
定
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
。 

三 

将
来
修
繕
費
用
に
比
し
て
そ
の
効
果
が
高
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。 



 

  
 

四

２ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
以
内
を
目
途
と
し
て
、
国
会
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。 

一 

協
定
の
変
更
に
係
る
許
可
及
び
認
可
の
状
況 

二 

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果 


